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田
原
祭
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火

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
河
合
で
す
。

９
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
伝
統
の

田
原
祭
り
。
今
回
は
、
18
日
（
日
）
の
〝
花
火
大
会
〞
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

秋
の
夜
空
を
彩
る

　

田
原
祭
り
は
、
歴
史
を
重
ね
今
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統

文
化
と
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
町
内
を
練
り
歩
く
絢
爛
豪
華
な
三

町
（
萱
町
・
本
町
・
新
町
）
の
山
車
と
と
も
に
、
見
所
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
花
火
大
会
。
市
内
だ
け
で
な
く
県

外
か
ら
の
観
光
客
も
見
ら
れ
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
弱
い
風
が
吹
く
中
、 

手
筒
花
火
や
夜
空
を

彩
る
五
町
競
演
の
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
町
と
は
、
萱
町
・
本
町
・
新
町
・
巴
江
・
衣
笠
の
こ
と

で
す
。
打
上
花
火
は
、
全
国
的
に
見
て
も
遠
隔
操
作
に
よ
る

電
気
点
火
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
打
上
専
用

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
点
火
器
を
導
入
し
て
い
る
煙
火
業
者
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
田
原
祭
り
で
は
、
五
町
の
住
民

に
よ
る
各
煙
火
会
が
、
自
ら
の
手
で
打
上
花
火
か
ら
仕
掛
け

花
火
ま
で
打
ち
上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。
五
町
同
時
の
早
打

ち
や
、
特
大
の
奉
納
ス
タ
ー
マ
イ
ン
は
見
事
で
し
た
。

　

近
年
増
え
て
き
た
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
な
ど
の
新
し
い

色
合
い
の
花
火
。
薄
紅
、
桜
色
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
な

色
彩
に
挑
戦
す
る
花
火
作
家
も
現
れ
て
い
ま
す
。
明
る
い

紅
や
、
薄
い
ピ
ン
ク
色
と
は
呼
ば
ず
、
あ
く
ま
で
「
薄
紅
」

「
桜
色
」
の
呼
び
名
に
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私

は
色
の
呼
び
方
な
ど
を
知
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
何
と
も

〝
粋
〞
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
色
彩
豊
か
な
田
原
祭
り
の
花
火
は
、
ま
さ
に

五
町
の
方
々
の
〝
粋
〞
な
心
意
気
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

▲鈴木校長の講義を受ける参加者

▲日本の基本的な花火の菊先

▲エメラルド色のしなやかな菊花火

▲日本の花火の最高傑作といわれ
　る三重芯変化菊

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
は
、８
月
１
日（
月
）

〜
31
日
（
水
）
に
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催

し
、
16
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

楽
し
く
学
べ
る
介
護
福
祉
の
入
門
コ
ー
ス
と

い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
講

義
や
演
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

受
講
生
の
林
芙ふ

み

こ

美
子
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
私
は
高
齢
者
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
介

護
の
重
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
に
参
加
し
ま
し
た
。
各
専
門
分
野
の

先
生
の
お
話
に
吸
い
込
ま
れ
、
感
動
を
覚
え
る

く
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
な
ど
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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